
 

 

 熊野神社総代・獅子舞保存会は後継者の育成に取り組んでいます。毎年２月末には、春祈祷の稽古が熊野神社

社務所で始まり、指導が始まります。 

 小学生児童、中学・高校生、社会人と役者の年齢は千差万別です。 

稽古場で、熊野神社総代や支援者が見守るなかで、獅子舞保存会会長 植田育宏さん並びに保存会皆さんの熱

心な指導が約２か月続きます。4 月の初旬には、主催者、役者、支援者の懇親会があり、心一つに親睦のきずな

を深めて、約２週間で稽古の仕上げにかかり、本番を迎えかえることになります。 

地域の皆様には今後とも、春祈祷のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

                                  （取材・写真 / 広報部会 幡垣 誠） 

 

獅子舞の狂いの前座には、必ず棒使

いの舞が披露されます。 

まだ幼い男子だが、あと数年で、獅

子舞を狂う、たくましい男子に成長し

ます。 

棒使いの目線からすれば、獅子狂い

をする大きなお兄ちゃんは、あこがれ

の存在となります。そんな幼少期に獅

子舞役者の棒使いの作法は、とても良

い人生経験になることでしょう。 

。 

 

演目 「雌獅子隠し」 

3匹獅子は雄獅子が 2頭、雌獅子が 1頭です。 

つまり、何気に雄は雌を意識している物語になります。 

3頭の獅子は擬人化された架空の生き物ですが、そこに人間

的な心情と命の生き様を民族芸能として表現しています。 

あるとき雌獅子が、どこかに隠れてしまいます。 

そうなると、雄獅子は、それは心配で気になるわけです。 

隠れてしまった雌獅子をおろおろと探し始める雄獅子２頭に、

ひょっとこ面をかぶった、へいおい（道化）は獅子をからかいま

すが、獅子に逆襲され、へいおいが、腰を抜かしたり転がって、

おどける仕草に境内では笑いがこぼれました。 

 

獅子狂いでは、行儀良く静かに、獅

子舞を鑑賞する棒使いには、唯々感心

するばかりでありました。 

ささら摺りは女の子の 6 人編成で、

四方に則して舞台を取り囲み、ささら

を擦って音をかなでます。艶やかな花

笠をかぶり、けがれのない清められた

神聖な舞台を表現しています。 

熊野神社を背景にして、古式ゆかし

き時代をご先祖さまと共有する時間を

与えてくれる、獅子舞の観賞を是非一

度、体験して下さい。 

来年も例年通り、4月の第 3日曜日の

開催です。 

 

▲最後は、かっこよくハイ！ ポーズ 

▲長時間、行儀のよい棒使い 


